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IASCのワー クシ ョップと
第2回 評議会に 出席 して
小 野 延 雄
lF.1「;祭」ヒ桓{i:t'i':委lt≦ミ　 [[nternnTional　Arctic・　Scit・nce
Comrnitlc'v:　IASC)　の 第2[Ilil;平1議会 力i',1992年.d月27-t
29[iの3ii間.ア イ ス ラ ン ド共 和lklのIVf　K[1,　レ イ キ ャ ビ
ク 市 の ホ テ ル ・サ ガ で 開 催 され た.
そ れ に 先J//って,4月22-25日 の4|i間,「 地 球 規 模
変 化 に 関 わ る 北 極 域 研 究 」 の ワ ー ク シ 「,.・プ と 作 業 委 員
会 が,回rlfに あ る ア イ ス ラ ン ド 人 学 で 開 か れ た.こ れ は,
昨 年1月,オ ス ロ で 開 催 さ れ た 第|[11j、;11議会 でII設置 さ れ
た 「北 極 に お け る 地 球 規 模 変 化 」 作 業 委 員 会 の 企ILIriであ
り,　IASCの 最 初 の 活 動 と な る も の で あ る,　IASCの 発
」己力・S)th'i[ill,,†、義 ≦こtで び)乎子羊「1:./,㌦!.rrデ:リJlり「ICカ'
幽」ASC第11
Lil,]°]㌔義金 ま 『(t'ttヒして,{亟 」也{1jl.二.・..ス101
iJ・に 紹 介 し て い る .
リ.ク シ 」 ノ.ノで は ,作 茱 委 員 会 委 日 長 の ア.ノ ス カ ノく
"㍑ψ)〔}.1ソ,ラ 多量』受力・判コ川「[人と な;〕,.[lzl,04∫或{二」見オしる
地 味 規 模 変 化 に 関 係 す る 既 存 の 国 際le/・1:1川究 が レ ビ.t.
LXiL/二.L、SCl」|11`!{`[各1†.1ひと リ.f'一,a)f乍業 委 員1こ 委 員 ヒ.
{1ftび々)」ト11:r,tjt'il1]flJ1'究力'L幽,び)参jJlla－を 交 え ゴこ,糸'i/勢】i/kカ、
1/1,r1`1}」1_武二.　Itカ1'|・1カ、F'♪「/.仏 力,'f'1:)'t'委tlIこ委tlヒ1_『ご参
加|,た.
ウ .:.ラ 孝文手1は 、 南 伺4研`チヒ什";∫二委Ll会 　rSC..、Rl　に よ
る 〔地 球 規 模 変 化 に お け る 南 極 の 役 割1の 例 を 示Lな か
ら,1北 向くに お け る 地 球 現 枳 変fヒ」 朔rl枡㍊ 画 を 策 定L
た い 旨 の 』」[」旨 を 述 べ た.次 い で,.iヒ傾 利・学 川'究 に 関 係 の
深 い 国 際y/・i[,]{ll1究ソ ロ シ[ク トが 、 そ れ ぞ れ の 、rll題提 供
1,xsc'.凸.「1義≦ミt'r..,.ご レ,兎口fl.{二51".で)1,ti!ミ.L}..aiもA・[・..'し.ノ.'・li.1.シ..、 ・へ.fl・〔)ロ ク.へ.li手 斧i..ll＼
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者 よ り紹 介 され た.そ れ ら の 主 な も の は,北 極 気候 シス
テ ム 研 究 　 (ACSYS/WCRP),　北 極 シ ス テ ム 科 学
(ARCSS/米国 －NSF),　地 球 規 模 変 化 と 陸 －L生態 系
(GCTE/IGBP),　令 球 エ ネ ル ギ ー ・水 循 環 実 験 計 画
(GEWEX/WCRP),　グ リ ー ン ラ ン ド 氷 床 観 測 計 画
(GRIP・　G[SP),　グ リ ー ン ラ ン ド 海 実 験 計 画
(GSP/AOSB),　国 際 北 極 ポ リ ニ ア 研 究 計 画
(IAPP/AOSB),　IKI際ツ ン ドラ実験 計1‖li　(ITEX/MAB),
ナ ンセ ン百 年 記 念 北 極 計 画(NCAP/ノ ル ウ ェ ー),EC
の 極 域 海 洋 研 究 計 画　(ECOP/ECF)　な ど で あ る.数 多
くの現 在進 行 中 あ るい は準 備 中の 国 際 共 「司研 究 計1由iを聞
きなが ら,　IASCの特 色 は何 か を考 え させ られ た.
作 業 委 員 会 は,① 大 気 一 海 氷 一 海 洋 相'1:作用,② 陸
域 ・海 域 の エ コ シ ステ ム,③ 氷 床 ・氷 河 ・.占環 境 デ ー タ,
④ 大気 化学 ・生 物 地 球 化 学 サ イ クル,⑤ 地 球 規 模 変 化 と
人 間次 元,の5コ ア領 域 分 科 会 に分 か れて,国 際 的 研 究
協 力の 必 要 性 お よ び推 進 方 策 な ど を論1議した.私 は,大
気 一 海 氷一 海 洋 相:it:作用 の 分 科 会 に参 加 した が,全 体 会
1連で 各 分科 会 の討 議 骨 子 を紹 介 し合 い,総filltJな意 見 が
出 され て,評 議 会 へ の 報 告 と して ま とめ られ た.
翌 週 のIASC評 議 会 に は,星 合 所 長 が 日 本 の 評 議 員
と して 出席 さ れ,私 はオ ブザ ーバ ー と して 傍 聴 した.加
盟14か国の 評 議 員 と,若 「の オブ ザ ーバ ー を含 め30数名
が 参 加 した,現 在 の 加 盟 国 は,カ ナ ダ,デ ンマ ー ク,フ
ィン ラ ン ド,ア イ ス ラ ン ド,ノ ル ウ ェ ー,ス ウ ェ ーデ ン,
ア メ リ カ,ロ シ ア の北 極 圏8か 国 と.フ ラ ン ス,ド イ ツ,
日本,オ ラ ン ダTポ ーラ ン ド,英 国 の 非北 極 圏6か 国 で
あ る.会 議 の 最 後 に,現 在 、 ス イ ス と イ タ リア が 力||盟を
希 望 し てい る こ と が紹 介 され た.
IASCの使 命,運 営 方 針,財 政 問 題 な どが 論議 され た
ほ か,「 地 球 物 理 学 情 報 地 図 」 作 業 委 員 会 の 設 置,「北 極
海 洋 研 究 」 ワ ー ク シ ョ ップ の 企 画 な どが 認 め ら れ た.
「人 文 科 学 ・社 会 科 学 」,「医 学 ・保 健 科・学 」 分 野 の 作 業
準 備 委 員 会 が 設 け られ て 問 題点 の 整理 を行 っ て い る.ロ
シア の グ ラ ンベ ル グ評 議 員 か らは,フ ラ ンツ ・ヨ シフ諸
島 お よ びそ の 沖 合 い の地 質 学 調 査 へ の 参加 の 呼 び か け が
あ った.次 回 の 評1議会 は,1993年4月 に スウ ェー デ ン の
オ ー ビ ス コ ス テ ー シ ョン で 開催 し,作 業委 員 会 の準 備 も
進 め る こ と と な っ た.
ワ ー ク シ ョ ップ と作 業 委 員会 の週 か ら評 議 会 の週 に移
る26【1の日曜Hの 午 後 に は,ア イ ス ラ ン ドの 地 熱 を利 用
した 施 設 等 の 見 学 会が あ っ た.中 央 海 嶺 の一一部 を見 て い
る とい う感 激 に浸 りなが ら大地 の 亀裂 を見学 した あ と,
Nesjavellir地熱 資 源 利 用 施 設 を見学 した.近 くの湖 か ら
パ イ プ で 引 い た湖 水 を地 下 の 約300℃の 過熱 蒸 気 で 温 め ,
数 十km離 れ た レイ キ ャ ビ ク地 域 へ 暖 房 お よ び給 湯 用 と


















































































星 合 孝 男
cOMNAPが 南極1}喋を行 っ て い る国 の 政府 機 関 の ↓'亡
任 者 の 組織 で あ り,そ の下 に南 極 設営 及 び行 動 に関 す る
常 置委 員 会　(SCALOP)　を持 つ こ と,南 極 研 究 科 学 委
員 会　(SCAR)　と連 合 す る 組 織 で あ る こ と を,設 立 経 過.
第2回 評議 会 の概 要 と と も に,本 ニ ュー ス98号(1990)
ヒで紹 介 した,評 議 会 の会 合 は毎 年 開催 さ れて い るが,
SCAR総 会 が あ る場 合 に は,同 時 開 催 す るこ と に な っ
て い る.・ 方,　COMNAPとSCALOPは 時 を 同 じ く し
て 会合 し,会 議 の一 部 を合 同 で 行 うの が}断fで,会 期 巾
に は,　SCALOP主 催 の,南 極 設 営 及 び 行 動 に 関 す る シ
ンポ ジ ウムが 開 かれ る こ とに な って い る.
第4回 評 議 会 会 合 は,1992年6月8～12日,第22回
SCAR総 会 の 開 催 地,ア ル ゼ ンチ ン の サ ンカ ル ロ ス バ
リ ロ チ ェで 開 催 さ れ た.8日 の 午 後 か ら10日 ま で は
SCALOPの シ ン ポ ジ ウ ム に,そ し て,11日 はSCA・
LOPの 各種 小 委 員 会 に あ て ら れ,　COMNAPの 会 議 は
8日 午 前,11日 午 後 と12日で あ っ た.こ の うち,81.]il:
前 と1211年後 の 会 合 はSCALOPと 合 同で あ っ た.我 が
国 か ら は南 極 観 測 事 業 責任 者 と して筆 者が.常 置 委 員 会
委 員,川 口企 画 調 整 官 に代 っ て,白 石 和 行 極地 研 究 所 助
教 授 が 出 席 し た.た だ し,12日午 後の 会 合 に は,白 石 助
教 授 だ け が 出 席 した.
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COMNAP会 合 の 議 題20余の 多 くは,南 極 の 自然 環境
保 護.と く に,昨 秋 採 択 され た 南 極 条辛勺に 対 す る 環 境 保
護議 定 」}にか か わ る もの で あ った.環 境 影響 評 価 は,南
極 条約 適 川 地域 内 で の 諸 活 動 が 環境 に 影 響 を与 え る と考
え ら れ る 場 合,事 前 に 行 う べ き こ と と さ れ て お り.
COMNAPは,す で に,そ の!Utg的実 施 方 法 を　'`The
Antarctiv　En ir〔,nment〒11　Assessment　Process.　PriLetlcal
Guidelines.　"　と して提 案 して い た.こ の 提 案 書 に 対.し.
第16[ill南極 条 約 協 議 ≦ミ議(ATCM)は 議 定.」}:との 整 合
を と るた め の改 訂 を 行 うよ う 要,illiした.こ の 要 請 に 基づ
き,小 委 員 会 が 去 る3月 施 したe'　,iTを,今次 会 合 で 承 認
した.ま た,第15,16回ATCMの 勧1ij等に 基 づ い て,
6月1～4日,ブ エ ノ スア イ レスで 開 催 され た 環 境 モニ
タ リ ン グに 関 す る 噂「II家会 合 に は.　SCARと 共 同 で 作
成 し たS!　,1},,　"F.nvironmenta]　Monitoring　]1Antarctica:
八Dis.cus.iion　Doeu lent"　を提 出 した.今 回 会 合 で は,
この 文書 も承 認 され た.
こ れ ら文lll:の作 成 に は 小 委 員 会,あ る い は 執行 部 会が
'"り
,会 合 に先 ・シン、て 文 書 案 を 配 布 し,、;'F,-X員の 意 見 を
徴 す る とい う手 順 が と られ て い た た め,会 議 場 に お い て
は若 干 の 意 見 は述 べ られ た もの の 反 対.意見 等 は な く,承
認 に 至 った,議 論 を踏 ま えた必 要 な改 訂 は,追 っ て,小
委員 会,執 行 部 会 を 中心 にな され る こ と とな って い る,
第16回ATCMに 際 して,　COMNAPは1991年 まで の
活 動 報[it":,を提 出 した.そ のS,Fi・Ueは高 く評llliiされ,第17
[tll　ATCM以 降,　COMNAPはSCARと 同 じ くオ ブザ
ー バ ー 資 格 を与 え られ る こ と とな っ た ..一方,　SCAR
との"連 合"の し方 も更 に緊 密 と な り,　COMNAP議 長,
前議 長,次 期 議 長,　SCALOPI義艮 か ら な る 執行 部 会 は,
SCAR執 行 部～との 年 ・度 の1'?f?を持 ち,南 極 科 学 研 究,
研 究 支援 の た め の 設営,規 模 の 大 き な国 際 協 力に つ い て
協 議 す る こ と とな'、た.　COMNAPはSCARの 研 究 計
画 を 支援 し,実 施 に移 す 立場 にあ る.し た が って,双 方
の 関 係が 密 に な る こ とは 歓迎 す べ き こ とで あ ろ う.こ れ
まで,　ATCMは 南 極 地域 のk1,〔1111的:」担 頁につ いて の 調 査,
研 究 をSCARに 依 頼 す る慣 行 が あ っ た.今 後 は,そ の
多 くが,　COMNAP,　SCAR双 方 へ の 依 頼 とい う 形 を と
って な され る こ とに な ろ う.環 境 影 響 評 価 の 問 題,環 境
モ ニ タ リ ン グの 問 題 は,す で に そ の 方 向 へ の 歩 み が 始 ま
った こ と を示 して い る.
COMNAPが 南 極現 場 の 真 体 的 「IS題にt・S処しな け れ ば
な ら な い の は 当 然 で あ り,そ の た め の よ り専 門 的'1「項 に
就 い て の 調 査.検 討,対 応 はSCALOPの 活 動 に 負 っ て
い る.廃 棄物 の 処 理,海 詳 汚 染 の 防1ヒ,油 脂 流 出 防11:k・t
策 と い っ た環 境 問 題 か ら,航 空 安 全,海 図 作 成,代 替 エ
ネル ギ'一とい っ た よ り広 範 囲 に1[る問 題 につ い て の,具
体 的 対 応 の し方,i111i報の 収 集 ・交換 等 がSCALOPの そ
れ ぞ れ の 小 委 員 会 に お い て 検 討 され た.こ れ ら 諸 課 題 の
よ り詳 しい 検 討 結 果の 報111,設営 に閲 す るF掲列H乏告 あ る
い は 問 題 提 起 が,会 期 中 に間 か れ た 第5ill1設営.行 動 に
関 す る シ ンポ ジ ウム にお い て な され た.シ ンポ ジ ウム で
の 発 表,討 論 の ・部 はCOMNAP会 合 で 改 め て 、汲 さ
れ,シ ンポ ジ ウ ムの 有用 性 が 確 認 され る結 果 と もな っ た.
COMNAP会 合 冒 頭 に,各 国 の 活 動 概 況 の報 告 が 行 わ
れ た,そ の 中 で,ウ エ ッデ ル海 で 行 わ れ た 米 ・ソの 共 同
研 究,チ リ,ア ルゼ ンチ ン基 地 に お け る ドイツ の 研 究 施
設 の 設 置 な ど,国 際 協 力 が ます ます 広 範 囲 で 行 わ れ,そ
の 規 模 も 大 き くな りつ つ あ る と の印 象 が 強 か った.と く
に,各 国 の 観 測 努 力が 集 中 して い る 南 極 噛卜島 周 辺,ロ ス
海 周 辺 で の協 力 が 顕 著で あ る.」.ヒ較 的 観 測密 度 の 低 い 地
域 で 行 動 す る我 が 国 の国 際 協 力 を,い か に 進 め るべ き か,
改 め て 考 え させ ら れ た第4回COMNAPで あ った.
(筆者:国 、k極地 研 究 所 長)
第22回南極研究科学委員会(SCAR)
総会に出席 して
平 澤 威 男
去 る6月8日 か ら6月19日 まで アル ゼ ン チ ン ・サ ンカ
ル ロ ス バ リロ ー チ 」、[lfにお い て 第22[【llrh極研 究 科/幽}:委員
会CSCAIVが 聞 か れ た.H本 か らの 出 席 者 は'【1研究 所
星 合所 長,筆 者 日1本代?e,、塙B教 授 〔代 表代 理),神
沼 教 授,渡 辺 教 授,内 藤 教 授,[||内助 教 授,ま た 東 北
大.福 西 教授,広 島 大 ・松 田 教 授,九 州 大'坂 助 教授,
石油 公 団 か ら奥 川 氏 が 参 加 した.参 加 国 は ベ ル ギ ー を除
く加 盟 朗 か 国 お よび 関 連 学 術 団 体 の 代 ノミ,さ らに 準 メ ン
バ ー と して エ クア ドル な ど4か 国 が 出 席 した,出 席 者 は
約350名で あ った.第1週(9月8H～1:3H)に は 地 質,
雪 氷,大 気 物 理 化 学 な どの 常 置 委 員会 ・1↓q1F隊グル ー プ
お よ びCOMNAP・SCALOPの 会 合 が 開 か れ た,こ れ
らの 会 合 等;の報 告 は第2週 の 総 会 に提.出され 検 討'され た.
6月15[|,総会 の 開 会に ひ きつ づ き.前 回 以 降 に,物
3.一.一
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数多 く取 り入れられ,満足 しているとのことであった,
また,議 長を努めたRinaldi　(ブラジル)が その立場か




くの議論の末,新 たに専門家グループを発足 させ,さ ら
に詳細な実施方策を検討することとした.
D.　Drewry博士(英)よ りSCARの戦略に関する報













ク の 企 画 グ ル ー プ を作 る こ と と し,そ の メ ンバ ー につ い
て 試案 が 出 され た が,こ れ に 関 し,メ ンバ ーの 専 門 性 に
つ い て疑 問 が 出 され た .し か し,ま ず 企 画 をや る とい う
こ とで一 応 発 足 させ る こ と とな った.
各種 常 置 作 業 委 員 会 ・専 門 家 グル ー プな どか ら提 案 さ
れ た約70の勧 告 が 審 議 され,　GOSEACか らの4つ の勧
告 案が 保 留 さ れた の を除 き,一 部 修正 の後,ほ か は総 会
で 承 認 さ れ た.
4年 に1回 の 割 合 で,　SCAR　Antarctic　Science　Con・
greSSを開 催 す.る試 案 に つ い て 意 見 交 換 が あ り,第1回
の ブ レー メ ンで のAntarctic　Science　Conferenceは成 功
で あ り,南 極 以 外 の 科 学 者 を参 加 させ て新 鮮 な ア イ デ ィ
ア を求 め るべ きで あ る こ と,ま た,学 際的 な会 合 を行 い
た い とす る意 見 が あ った.
財 政 委 員 会 か ら,1990,1991年の決 算 報 告 と,1993,
1994年の 予 算 案 が 上 程 され 承 認 さ れた.次 いで 各 国 分担
金 の 審 議 に 入 り,1993年は 前 年 の5%増 し,1994年もそ
の5%増 し とす る こ と と した.分 担 金 カテ ゴ リ ーの 変 更
(カテ ゴ リーDを 設 け る)も 審 議 され たが,決 定 に は至
ら なか った.副 会 長1名,幹 事1名 の 改 選 が 行 わ れ,副 会
長 はW.　E.　Budd教授(オ ー ス トラ リ ア)に 代 わ りZ,
Dong博士(中 国).幹 事 はA.　C.　Rocha　Campos教授
(ブラ ジ ル)に 代 わ りK,　Birkenmajer博士(ポ ー ラ ン
ド)が 選 出 された.ま た,選 挙 に よっ て 選 ぶ 幹事 を廃 止
し,4名 の 副会 長 を置 い て 執 行 部 を構 成 す る と い うこ と
が提 案 され,　ICSUの了 解 を 得 た うえ で 次 回 か ら実 施 す
る こ と と な っ た.次 回(23回)　SCAR総 会 は イ タ リ
ア ・ロ ー マ で1994年に開 か れ,24回 総 会(1996年)は英
国 の招 待 に よ りケ ン ブ リ ッジで 開催 さ れ る こ と と な った,
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 研 究 主 幹)
「オー ロラ ・オー ス トラ リス」船上観測記
佐 々 木 洋
平成4年 の1月9日 にオーストラVアの南極観測専用
の砕氷船 「オーロラ・オース トラリス」は母港のタスマ









「オーロラ ・オース トラリス」の第6航 海であり,海洋
科学専門の観測隊である.3週 間 もの期間,同一研究グ
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ル ー プが 同・・テ ー マ で 船 を独 占 す る とい う出 来事 に,初
め は強 い 羨望 を覚 え た が,終f近 くに な る と倦 怠 に 変 わ
っ た.し か し この 時 期,私 に と って は 読書 三昧 が 許 され
た貴 重 な 日々 で もあ った.
2月 の 中旬 か ら,「 オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス」 は 氷
山 の浮 か ぶ南 極大 陸 の プ リ ッッ湾 に近 づ き,海 洋 物 理.学,
海洋 牛 物 学研 究者 に よ る調 査 が 始 ま り,や っ と私 も忙 し
くな る.私 の 研究 目的 は,海 氷 下 に お け る 生物 活 動 を周
年 を通 して観 測 し,物 質 循 環 へ の 寄与 を定1「{:的に把 握 す
る こ とで あ る.冬 期,氷 に 覆 わ れ るは ず の 南極 大 陸 沿 岸
に お い て,氷 の少 な い 夏期 に,様 々な 自動 測定 装 置 や,
自動 採 集 装 置 を海 の 中 に放 り込 み,ほ ぼ1年 間 の観 測 作
業 をす べ て機 械任 せ に して しま う計 画 を立 て た.
2月15日.計 測 装 置 の.[1絆灸を始 め る が,制 御用 の コ ン
ピ ュー ター や 電 気 部 品 に トラブ ル が続 い た.数 日後,追
い打 ち を か け る よ うに,最 も 重要 な 「1動採 集装 置 の.・つ
が 指示 通 りに 作動 しな い.「 オー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス」
か ら 日本 の装 置 製 作 技 術 者 と連 絡 を取 り合 い,装 置 の 点
検 と修 理 に 更 に数 日汗 を流 す こ と にな った.こ の 時 に 乗
組 員 の.・人が 私 に 真 顔 で 質 問 した こ と は'`Aren}t　you　a
biologist?".　今 回 オ ー ス トラ リア の 観 測 隊 に参 加 したU
本 人 は極 地研 生物 部 門 の 渡 辺 博 士 と私 の2人 だが,ど ち
ら も機 械 へ の 愛 着 は 生 物 に優 る もの で は な い.日 本 自慢
の ハ イテ ク を駆使 した 測 定 装 置 類}ま容 易 に は素 人 を受 け
入 れ て くれ な か った よ うだ.研 究 用 の 機 器 類 が ハ イ テ ク
化 す る ほ どに,特 にそ の 使 用 が 船.ヒで あ っ た り,極 地 で
あ る場 合,そ の機 械 の 専 門 家 の 派 遣 が 必要 で あ る こ と を
強 く感 じた次 第 で あ る.
2月28R,計 測 装 置 の 海 中 投 入 も無 事終 了し,周 囲 の
景 色 も こ と さ ら に美 し く見 え て きた.ペ ンギ ンや アザ ラ
シの 表情 さえ も陽 気 に見 え る.氷 山 は 多 少 見慣 れ て きた
はず の 私 に も,こ こ フ ラ ムバ ン クの氷 山 群 は 見事 で あ っ
た.南 極 大 陸 か ら切 り離 され た 氷 山 は 海 流 の 影響 で こ の
付 近(ブ リ ッ ツ湾 の 西 部)に 集 中 す る が,水 深100メー
トル前 後 の 浅 瀬 に,ほ と ん どの 氷|||は座礁 す る.本 来 テ
ー ブ ル型 の 氷 山の 多 いlh極海 にあ って ,傾 い た り,崩 れ





























15分早 め て い る 目覚 ま しが な る.左 手 を伸 ば して 机 の
.ヒの時 計 を 押 さえ,蛍 光 灯 の ス イ ッチ を入 れ る.3畳 ほ
どの 個 室 だ か ら,ベ ッ ドに寝 ころ び な が ら た い て い の も
の に手 が届 く,ひ ど く乾 燥 して い るの と,時 に は前 日の
ア ル コ ー ル も手 伝 って朝 は い つ も喉 が 乾 い て い る.2リ
ッ トル の ぺ.ノトボ トル に 入 れ て あ る水 で 潤 し,作 業 着 に
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着替える.運 の悪い事に,こ の部屋の窓の外には大きな










方の平和で少 し寂 しげな気持ちへ と間をおかず変化して
い く.何か肩透か しを食らったみたいな毎日を経験する.
今日の仕事は 「パン焼 き」だ.朝 食後,4kgの小麦













誰 しも戸惑い我を忘れる.そ ういう時,僕 は雪の上に大
の字になり,身を委ねる.
7月*日




る部位に訴えが集中してお り,ひ どい者は掻 き破 った痕
もある.低温,低 湿による乾燥肌が原因だと思 うが,そ



























地へ と海氷上のルー トをたどる.ド アを開け風 を入れる.
作業で上気 した体には真冬の寒気も心地よく感 じる.南
東の空に,低 く上弦の月が輝いている.座礁 した氷山や

























聞100号記念や管理棟完成 を祝い,ま た南極大学 も開講
され,暗夜の中での越冬生活を楽しんでいる.
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最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最低 気 温(Min.temp.)(℃)
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　s alevel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed>　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　10.min.mean)　(m/s)
瞬 間最 大 風 速　(Gust)　(m/s)































厳冬期でも海氷が張 らずに水面が顔 を出 した り,張っ
て も極端に薄かったりするところがある.海 氷域内部
























いた理論的,実 験的研究 を進めたりして,ポ リニアに
秘められた謎の究明を続けている.
人 工 衛 星 が捉 え た ウ ェ ッデ ル ・ポ リニ ア
　　(Zwally　etaL　1983　Antarctic　SeaIce,　1973-1976;　satellite
passive　microwave　observations.　NASA　SP・459から 引用)
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